
We Are NOT Alone！
今月号のメイン記事で紹介されたTMTの重要な目標の一つが、太陽系以外

の惑星、特に地球型の小さい惑星を撮影することです。系外惑星をめぐる最近の
話題を2つご紹介しましょう。

1．あらま、こんなご近所に系外惑星が！
ヨーロッパ南天文台ESOの研究グループが、これまでで最も太陽系から近い
系外惑星を発見しました。なにせ私たちの太陽を別にすれば、地球から最も近い
恒星であるケンタウルス座α星（距離4.3光年）の周りを回る惑星なのです。
ケンタウルス座α星は３つの恒星（A、B、プロキシマ）からなる3連星です。この

うち、AとBは太陽とよく似た性質を持つ星で、互いの重力で引き合って回ってい
ます。
今回、ESOの研究者たちは、B星に地球とほぼ同じ大きさの惑星があることを
発見しました。ケンタウルス座α星は、最もよく調べられている恒星の一つです
が、なぜ、これまでの観測では惑星が発見できなかったのでしょう？
それは、この惑星が小さく（軽く）、母星であるB星をほんのわずかしか揺らさ
ないからです。惑星が公転すると、重力のバランスをとるように、母星もゆれます。
惑星が大きければ大きいほど、そして主星から近ければ近いほど、ゆれは大きく
なり、惑星の存在を発見しやすくなります。実際、これまで見つかってきた系外惑
星の多くは、木星以上の大きさを持ち、母星のすぐ近くを公転している「ホットジ
ュピター」でした。

EXOPLANETS

図1 ケンタウルス座α星Ｂの惑星（想像図）
○C ESO/L. Cal ada/Nick Risinger (skysurvey.org)

18



今回新しく発見された惑星は、B星から約600万kmのところを、たった3.2日で
公転しています。質量が小さいため、主星のゆれはわずか秒速51cm。赤ちゃんの
ハイハイぐらいのスピードしかありません。
ところで、母星からの距離が600万kmというと、地球と太陽の間の距離の4％
にすぎませんから、この惑星は熱すぎて、とても生命生存可能とは言えません。そ
れでも、広い宇宙の、こんなご近所に系外惑星がある、それも地球サイズの小さ
な惑星がある、ということは、“第2の地球”がいたるところにある可能性を示唆し
ています。
★原文 http : //www.eso.org/public/news/eso1241/

2．“第2の地球”は星の数ほど･･･？
実際、ESOの研究グループは、生命生存可能な太陽系外惑星が、それこそ、星

の数ほど存在することも明らかにしています。
太陽よりも小さく冷たい赤い星（赤色わい星）を102個観測したところ、そのう

ち9つが地球サイズの惑星を従えていて、さらに、そのうちの2個は、生命生存が
可能な場所（液体の水が存在できる場所）にあったのです。
系外惑星が観測される確率から考えて、赤色わい星の40％が、生命生存可能
な地球サイズの惑星“第2の地球”を従えていると見積もられました。
赤色わい星は、私たちの天の川銀河の恒星の80％を占めています。
少なく見積もっても、天の川銀河の中に600億個もの「第2の地球」があり、太
陽系から30光年の範
囲でも、100個はある
計算です。
ほんとうに生命が
いるかどうかは分か
りませんが、生命が存
在できる惑星は、そ
れこそ、星の数ほど
あったのです！
今度星空をながめ

たら、「あの星には生
命の惑星があるのか
な？」なんて、想像し
てみてください。
★原文 http : //www.eso.org/public/news/eso1214/

石坂 千春(科学館学芸員)
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図2 太陽が3つも輝く「第2の地球」
Glise667想像図（○C ESO/L. Cal ada )

19


